
ｵ) 筑前源泉

ｴ) 一本松源泉

ｱ) 24号源泉

ｶ) 大門集湯槽

ｲ) 20号源泉 ｳ) 学校南源泉

ｹ) 八幡分湯槽

ｷ) 叶屋分湯槽

ｸ) 湯野分湯槽

【凡例】 ※金額は設計費・工事費の合計額

⑴ ア）～オ） ： 水中ポンプ方式へ転換 （５源泉／全１３源泉中） 104,412千円

⑵ カ）～ク） ： 改築する集湯槽・分湯槽 （３か所／全１２か所中） 112,970千円

⑶ ケ） ： スクリューコンプレッサーを設置する分湯槽 （ １か所／全１２か所中） 13,640千円

(4) その他 ： 飯坂小学校東側送湯管（石綿管）更新 15,100千円

合計 246,122千円

資料２
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ℓ ℓ オーバーフロー

ℓ244.0
95 25平均温度 ℃

0 ℓ

平均受湯量 ℓ

分湯槽名称

温度 ℃

P 湯野分湯槽 湯野分湯槽（15件）
10 ℓ

波来湯分湯槽（2件） 波来湯分湯槽（1件） 60.2 ℃
244 ℓ

源泉名
℃ 61.0 ℃

湧出量 ℓ/分

10 ℓ 109.0

95 ℓ 279 ℓ P

（波来湯系統） （湯野系統） 269 ℓ 244 ℓ

波来湯分湯槽

P 63.5 ℃

天王寺分湯槽（4件）
62 279 ℓ

若竹分湯槽 若竹分湯槽（1３件）

398 ℓ

十綱湯分湯槽（2件） 119.4

1
9
8

℃
200 ℓ

ℓ ℃ 59.1
P 湯沢分湯槽（7件）

35 ℓ

58 ℓ

八幡分湯槽（2件） 穴原中継ポンプ場ℓ
1
4
0 富士屋源泉41.7

115 ℓ 80 ℓ
0 ℓ 68.5

59.1

0 ℓ
215.0 ℓ LP大門分湯槽（1件） 10 ℓ

52.2 ℃

106 ℓ 湯沢分湯槽 73.5

50 ℃ 61.0 ℃
214 ℓ

ℓ

大門分湯槽 湯沢源泉

286 ℓ

ℓ

八幡分湯槽 公民館分湯槽

72.2 ℃ 180 ℓ 136 ℓ

公民館分湯槽（7件）

3
5

104 ℓ 33.6 ℃

34.5 ℃ 49.8 ℃

ℓ

60.1 ℃ℓ

4
0

2
7
5

40 ℓ
0 ℓ 247 ℓ 73

公民館源泉
104 ℓ 0 ℓ

P P P 96 ℓ 99 ℓ 247 ℓ

73.0 ℃

10 ℓ
60 ℓ 39 ℓ

馬場源泉 八幡内源泉

439 ℓ 66.0

286.0 ℓ 170 ℓ
60.5 ℃ -  ℃61.8 ℃

大門集湯槽 LP

43.2 126.8

21.0 ℓ

学校北分湯槽（7件） 学校北分湯槽 叶屋分湯槽 詠帰亭ヘッター

127 ℓP

53.5 ℃ 71.5 ℃74.9 ℃ 61.1 ℃ 69.5 ℃48.1 ℃ 70.7 ℃ 70.1 ℃

172 ℓ 135 ℓ184 ℓ 115 ℓ 154 ℓ196 ℓ 124 ℓ 55 ℓ

叶屋分湯槽（5件） 詠帰亭ヘッター（6件）
大門源泉 筑前源泉 一本松源泉 大鳥源泉 24号源泉 20号源泉 学校南源泉 飯坂小学校源泉

休止中

凡 例

注）
①源泉の湧出量・温度は令和４年
１２月１３日の測定値

飯坂町財産区温泉供給図 令和４年１２月１３日 現在

休止中 休止中

更新対象施設



揚湯方法の比較

1　揚湯方式 2　特徴 3　現況 4　改修後の動力室

エアリフト方式

水中ポンプ方式

圧縮空気を井戸に注入しその圧力で温泉を

汲み上げる方式。

機械(エアーコンプレッサー)本体は温泉と

接触しない為、耐久性に優れます。

温泉の泉温・泉質・水位などによらず揚湯

できる利点がある一方、揚湯管等に沈殿物が

付着するため定期的なメンテナンスが必要と

なります。

また、機械室が必要となり、騒音・振動の

発生などの欠点があります。

井戸内の水面以下にポンプを設置して温泉

を汲み上げる方式。

機械室が不要で、水面が深くても効率よく

揚水が可能となり、必要に応じ稼働・停止を

行うことができます。

水温が 80℃以上になると電気の絶縁不良

や腐食により故障し易くなる欠点があります。

必要

不要

大門動力室 現況

水中ポンプ


